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2022年度事業報告書および附属明細書  
(2022年9月01日 ~ 2023年8月31日 ) 

1 .事業運営の総括 
今年度は、二年目ということもあり、昨年度よりも協会の勢いが増している感覚があった。 
それは、実際に協会の制度を変えるきっかけにもなり、賛助会員が増えることにもなった。 
長年の父の夢だった採寸補助システムも完成し、より多くのフィッターへ最高のスーツを作る 
手助けが、いろんな側面からできる。そう自信を持てた一年であった。 

2 .2022 年度事業報告  
1.1正会員制度導入 
今まで、協会でありながら、会費を徴収していなかったので、正会員制度とし、会費を徴収する
ことになった。もちろん会員と協会側で軋轢はあったが、ほとんどの会員が正会員となり、安定
した協会運営への礎となった。 

1.2賛助会員制度導入 
賛助会員制度とは、フィッターではなく、生地はもちろん副素材を扱う、紳士業界・業種の方達
に入会してもらう制度であり、例えば、フィッターに生地を他社で仕入れるよりも協会で仕入れ
た方がお値打ち価格となるように設定することで、フィッターよし、生地屋よし、協会よしの三
方よしを実現した。 

2.1採寸補助システムクロスメソッド 
オーダースーツでクレームが出るケースは9割は採寸ミスによるものであり、その原因を解決する
システムこそが、採寸補助システムクロスメソッドである。 
まだ、プレリリースの段階だが、バージョン2,3と来期に向けて開発中である。 
このシステムが完成すれば、オーダースーツ業界にさらなるインパクトを与えることになるであろ
う。 

2.2イタリア研修 
イタリアはヴィエラ地方に行き、REDAやPIACENZA、CERRUTIなど、老舗の生地メーカーに工
場見学をさせていただいた。こういった、歴史や文化を学び会員に伝えていくことはとても重要
なことである。さらに、PITTI IMMAGINE UOMOに参加し、世界のトレンドや実際の着こなしに
触れることで日本でのスーツの立ち位置や役割を再確認できた。












